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茶 樹
緒言 茶樹は熱帯,亜熱帯地方に適する永年作物

で本土では静岡県を主とし (全生産高の6割を占

める)各地に栽培されている｡特に鹿児島県は立

地条件良好なため,ここ数年来増産対策がとられ

ています｡

日本は米国,カナダ,ソ連に茶の 輸 出 をおこな

い,かっては北アフリカ,南洋等にも輸出されて

いた｡

沖縄は本土より最適条件にありながら本土,台

湾より年間757,068kg(1966年) を輸入しており

島内生産高は 146,657kgであり,生産高の約5倍

を輸入にあおいでいる｡即ち全琉消費量の5分の

1しか生産しておらず現生産量の5倍以上を増産

する余地がある事を示しています｡

茶 の 生 産 及

栽 培

茶樹は永年rF物で其の栽培管理が良ければこれ

を子孫にまで受け継がれる農家の財産といえまし

ょう｡事実京都府では200年以上の茶樹も多いと

のことである｡

沖縄では茶つみ (芽が出る毎につむ,摘 採 と云

う｡)が5回 (5月～9月まで毎月一回)は摘め

る｡茶の芽 (茶芽)3-4菓位を摘むがこれに手

摘み法,と鉄摘み法がある｡鉄摘み法或は摘採の

回数を多くすると施肥畳を多くしなければ茶樹を

荒廃させる様になる｡茶,/くイソ,甘庶を沖縄農

家の基幹産業とすれば農家は4月～9月まで茶の

収穫9-12月/くイソ,12月～3月甘庶の収穫とな

り1年中収入が継続する事になると考 え られま

す｡300坪 (10アール,l戻歩)の茶園を持ては

び 輸 入 量
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1600kgの生薬を生産する,製茶として 400kg(坐

薬の約4分の1に当る),製茶1kg当り60¢とし

て(注1)年間$240,生産費が$160として$80の

収入がある事になる｡甘庶も自家労賃,地代,刺

千,其他を考慮せずに純収益1反歩当り年間$80

といわれる｡最初 100坪位でも持てば自家消費を

上廻 り収入を得る事が出来よう｡

今年 (1.1.1966)から茶の輸入規制が政府によ

って実施せられた｡これは茶を沖縄農業に於ける

基幹産業の1つとして重要視さたれ結果であり適

切なる処置と考えられる｡沖縄本島に於ける主要

茶生産地は,国頭村奥 (9-クタアール)大宜味

村津波 (6-クタアール)大宜味村喜如嘉 (2-

クタアール)東村平良 (4-クタアール)本部町

崎水部 (2-クタアール)羽地村呉我 (7-クタ

アール)今帰仁村呉我山 (4-クタアール)石川

注 ① 組合に出した場合平均50¢,個人で販売した
場合70¢位になる｡

(2)
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185市山城 (9-クタアール)
其の他琉球石(桐朱式会社は東村有銘に 500ヘクタ

ールを開拓し盛んに増殖している｡

茶樹の品種一支那種,印庶種,アッサム種に大別

されるが戦前沖純に生育していたものは支那種で

あり大部分はこれより増殖したものであるが〃べ

にたちわせ〝 (アッサム種),印雑131,Y-2な

ど荒廃茶園をこれで増殖中のものがあるo

英樹の土性一土壌の酸度はpH4-6の間でpH5

附近が最も良いとされている中性又は酸性になる

と枯れてしまう｡沖縄では北部の粘板岩土壌 (国

頭村一帯)古生紀石灰岩土壌 (本部半島,大宜味

村)あたりの酸性土掛こ適しており,南部の泥灰

岩土壌 (首里 ,英和志 ,南風原,豊見城等)珊瑚

石灰岩土壌 (三和 ,糸満,宮古)には育たないo

中部の読谷等は酸性土壌の国頭疎層土壌 (読谷,

恩納 ,国頭,東村)と珊瑚石灰岩土壌が入り混っ



ているので 前者を選んで 栽培する必要がある｡

(t]:.2)

茶樹の繁殖-種子て繁殖するには特性の固定した

.汀,種を作る必要があるが特性のよい茶樹から挿木

て繁殖するのがよい｡ただしこれは労力と費用が

かゝり苗を枯らす危険がある｡近くに井戸又は川

があって給水ポンプを用意しなければならない｡

この点,健蒔きは簡単で直板が地中に深く入り生

長も早く草魅にも割合強いが雑種になっているの

で成木になってから芽の出そろいが悪くなる｡

(1)倭子での繁殖は晩秋完熟したものを取る｡落

ちたものはすぐに拾う｡種子の良否を見分けるに

は割って調べるのか一番確実である｡

取り立ての種子を割ると中に子葉がある｡この

子葉が硬くしまって黄白色であれば熟した種子で

ある｡軟かくて水分多く白色のは未熟なものであ

る｡乾いた種子の子葉は取り立ての種子の子葉よ

りも小さくなっているが,これが余り小さくなっ

ていたり軟かくねぼりを持っているものは未熟な

種子である｡中味が変質していたり,カビている

ものは死種か古種である｡其の他に完全に熟した

ものは黒褐色であるが未熟なものは薄い｡新しい

種子は色濃く光沢がない｡大粒子をとる｡小粒子

は発芽後の発育が悪い｡取り立てのもので水に漬

けると全部沈むが浮ぶものは未熟である｡乾いた

種子では水に漬けると直には沈まないが1-2昼

夜で熟したものは沈み未熟なものはいつまでたっ

ても沈まない｡等を見る｡

癌種時期には春蒔きと秋蒔きがあるが沖縄では秋

蒔きがよい｡秋蒔きは秋にとった種 子 を直 く･蒔

く,春縄にするときは数日陰干にして俵に入れて

貯蔵してもよいが90cm1位の深さの穴を掘って灰に

細かい砂を敷き乾いた種子を15cnLの厚さに並べて

砂を置くと云う様に段々に那み重ねる,そして-

ばいになれば最後に30cn位の土を焦り上げ雨覆い

をして貯蔵する｡茶の実は夏を越したものは全く

発芽力を失うので絶対に使用してはならない｡

(2)捕塵晶は5尺睦で反当3斗位であり,2年目

の春に間引きする畦は平坦地では南北畦がよく傾

斜地では土砂の流れない様憤斜と直角の方向にす

るtHTl種法は巾60cnl深さ60C7nの薄を掘り反当4000句

注 ◎ 肘こ､粘板岩土壌,-h'生紀石灰'Tl;･土壌,国頭礎
RLl上磯を国頭マージといい泥灰こ.･上確定ジャーカ
ル,珊矧石灰fii上域をT;L･r)こマ-シといっているo

(3)

の刈草又は堆肥を入れ土を元に戻す其の上に25chE

の蒔条を作り反当窒素4kg,燐酸カリ1kgを入れ

る,その上に≡列に縦横10cnl間隔に種を蒔き3cnE

の厚さに覆土し其の上に敷革を敷いて乾燥 を防

く◆｡

(3)発芽の時期は5月頃である｡発芽と同時に敷

葦を除き両側に置き除草する｡6月畦間を按く耕

して薄い水肥 (下肥を 10倍に帝めたもの) 反当

800kg位かけ,7月同様に 2回施肥し9月に秋肥

を施す｡一年生は濃い肥料を施すと苗が枯 れた

りダニ,ウソカ,-マキムシ等の害虫アカ-ガレ

柄 ,タソソ病等の病害が発生する｡一年で30cn近

く延びる｡第二年目の3月成園の2分の1の肥料

を施し5月になって苗の特性を調べて悪いものを

間引く｡間引きをする苗は

1.生育が特に劣っているもの葉が極端に小さいも

の

2.菓及び芽の色が紅色のもの

3.芽の出る時期が特に早いもの遅いもの

これ等を間引いて揃った苗にする,葉と薬がつか

えない程度に間引く｡6月には追肥を施し7月に

は山草を反当1,200kg位瞳間に敷く9月に基肥を施

し病害虫に注意すれば45-60cmに伸びる｡第3年一

目の春悪いものを間引き一番茶を摘んだ後 (反当

120kgとれる)地上15-18C仇の処から水平に刈り

込む (努枝と云う)と2番芽が出るがく･んく･ん伸

ばして木を造る｡敷革や肥料 (成閲の3分の2で

ある)は前年同様に行う｡第4年目の春 1番茶を

摘んだ後 (前年の倍量摘める)前年の努枝面から

10cnt上部で努枝し前年同様肥料 (成園と同量)

を施す｡第5年目3番茶まで摘み秋には高さ60-

75cnの高さで上方に丸味を持たせたカマボコ塾に

支立てる｡茶樹の支立て法は主幹の数は少くして

地上15-25cnから教本の大枝を出し,大技は15cnf

の処で多数の小枝に分かれ,小枝は12C爪の処で努

枝し順次上るに従い多数の枝楯を出してカマポコ

型に支立てる｡年々精々高い処から労捜して4-

5年して高くなれば旧位置までの高さに深刈をし

標準樹高60-75cnlを保つ｡第6年日には成園とな

る｡成園の手入れは春3月峡間を中耕して枝下の

部分に施肥満を造って例えば大豆粕40kg,茶種拍

2∠1kg,硫安20kg(窒素として28kgに相当する)施

肥する｡一番茶摘採後12-15cn8位に荒起しを (第

-回より綿々深く)行う,二番茶摘採後前同様排



し前と同量の肥料を施す｡ (注1)秋期畦間を深

く打起して基肥として前同様の窒素肥料それに過

燐酸石灰 40kg硫酸カリ12kg敷革 1,200kgを施す

(注2)有膜質肥料は其他堆肥 ,厩肥 ,塵芥等で替

えるのもよい｡茶樹の支根細根は地下25-60cnの

処に最も多いそれで基肥は枝張りの外側直下に深

さ15cmの溝を造 りそこに施す｡

(4)茶樹は永年作物で一定の土地に長く生育する

ものであるから土壌の下層は固まり空気の流通を

欠き根が縦横に延びて先端の伸青が悪くなるので

2睦毎に深耕を行って3年で全部終る様にする｡

深耕は比較的養分の富んだ株間の表土 ,落葉を一

方の株元におき深さ30-45cmの深さに瞳の中央部

を打起し (若帰りの為支根 ,親板が たち切られ

る)その底土は反対側におく｡そして表土 ,落葉

を先に入れ政土を其の とに入れる｡これは秋に行

う｡

(5)茶樹は15-20年もすると老衰 してくる｡その

勢力を回復する為台刈を行 う｡抹元の土を少しか

き出し鎌で切断する,太い株では鋸を用いるが切

口は鎌で切直しをするO (注3)台刈後は深耕 し

て肥料を施し病害虫の防除をし,一年間は摘採せ

ず二年目から摘採し四年目で成園の収量がでる｡

(6)挿木繁殖法一枚挿法で採 棉 後 直ちに挿木す

る,親樹は老令樹よりも若樹がよい,老令樹でも

前年台刈したものはよい,挿穂は着薬数三枚のも

のを調整する挿土は20C仇間隔をおいて深さ6cntrr]

6cntの溝を造 りこれに挿土 (江4)を満に軽くEE

する.これに挿穂を6C仇間隔に土中に3C椛位垂直

に挿木する,R覆を設置しなければならない｡防

風確(ぶっそうげのかこいの中等)も必要である｡

1ケ月間ほ毎日潅水する3ケ月後充分発根してい

るので基肥反当窒素8kg,燐酸 ,カリ2kgを施用

する6ケ月後春肥 (前同様の量)を施し2ケ月後

及び4ケ月後に 2回追肥 (前同様の量) を用い

る｡ll-12月頃には45C爪位に伸びているので本間

への定植を行 う.5尺畦で30cnt間隔で植える反当

2,160本を 要する,板の上端を地面から3cm8位下

江3 夏季の乾髄をさける為株元を耕さない位にし,也
来れば敷革を敷く

江⑨ 肥料の塵は背反当 (10a,300坪)である｡
注③ 哨)<'の11に行 う

注④ 姉上は肥料分少く病原菌のいない第三iL個人耕土
がよい

方に置く様にする移植後1株102位撒水する,定
植後 (1-2ケ月後)苗木は地面より30cm位の処

で切断する｡其の後の手人は種子での繁殖の幼茶

樹の様に行う｡

茶樹の病害虫

(1)害虫は成幼虫共に年中通して発ノヒするが5-

6月が最も多い｡

ミドリヨコ/ミイ (チャウソカ)-新芽の養分を

吸収する｡コカクモソ-マキー茶芽を捲き,薬を

綴 り合せ食害｡チTノ､ダニー成幼虫共茶芽の裏側

に寄生して汁液を吸収する(,

以上沖縄茶園の三大害虫である｡その他アオバ

-ゴロそ,キイロチビアサミウマ,コミカンアフ

ラムシ,チャ/､マキ,チャノホンガ (サンカクノ､

マキ) ,ゴマフボクトウ,チャミノガ,オオミノ

ガ,クワノカイガラムシ,ウスイロマルカイガラ

ムシ,ツノロウムシ,琉球青銅企 虫等 があり枝

幹 ,硬薬に寄生し葉を食害した()汁液を吸って',r;

するC琉球農業試験場名護支場茶業f:トの試畝によ

るとチャ-ダニに対するDN乳剤,マラソ-/乳剤.

サッビラソ乳剤 ,アカール乳剤 ,チップ,ホリド

ール乳剤の薬剤効果試験は有機燐剤のチップが88

% (1000倍) ,ホ1)ドール乳剤83% (6∝0倍),

マラソン乳剤 80% (500倍) で DN乳剤が75%

(500倍),右隣塩素剤アカール乳剤70%(500lllL'-)

サツピラン乳剤63% (500倍)の順であっな｡

殺虫剤は虫体にかゝる様に4-10日おきに2-3

回にわたって撒布する｡有機燐剤 (テヅプ,ホリ

ドール (パラチオン) ,マラソン等)が用いられ

るが猛毒であるので其の撒布には作意を葵する｡

アカールは有機塩素剤であるが 其 の 他エンドリ

ン,アル ド1)ソ,クロールデンーアラマイ ト,メ

トキソクロー′L等がある｡

DDT,BHCも有機塩崩殺虫剤であるが悪臭があ

るので茶には悼用しない方がよい｡有焼塩戎系の

殺虫剤は割合人商 品性 が弱いが上記のエンド1)

ソ,アル トリン等の ドリソ剤は有機餅と同掛ifの

強い毒性をもつ｡解物系殺虫剤では除虫菊 ,デリ

ス,硫酸ニコLiソがある｡除虫菊,デ])スは人畜

に無害と云ってもよいが硫酸ニコチンは強烈な毒

性を示す｡石灰硫讃合剤も殺虫剤として川いられ

るがこれは殺菌剤でもある｡以上殺虫剤は経口的

6ページへ
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8. 甘煮のマ ンガン欠 乏症

甘庶薬のマンガン欠乏初期症状は維管束(葉脈)

間の正常な緑色が礎色することからはじまり,吹

で淡黄色ないし白色のたてじまが出来る｡このし

まは菓身の中央部や葉先に限られ,たまに鉄欠乏

の時のように全長にひろがる部がある｡この差異

はマンガンの欠乏症と鉄の欠乏症とを見分けるた

めに大いに役立つのである｡マソガン欠乏のはげ

しい所では黄化したしまが白色になる｡次で赤褐

色の枯死組織が現われ,おくれて連続したしま条

になる｡これによって薬が縦に裂けてしまうよう

になる｡

甘庶のマンガソ欠乏は土壌中の可溶性マンガン

に対する可溶性鉄の割合が著しく高い所で起る｡

マンガン欠乏は多くの砂糖生産地域で観察されて

いる｡又甘燕畑施肥にマンガソ化合物を混用する

都によって矯正されている｡

4ページより

にも皮フからも人畜に毒性を示すので毒性の弱い

ものであっても其の取扱いにu三意を要する.

(2)病 害

白星病一老衰茶園に多く発生し降雨の多い時に多

い｡

炭坑病一若木に発生し新芽に寄生しているのが多

い｡

赤集枯病一周勢の悪い若葉に発生する｡

輸斑病一摘採其の他による枝葉の傷口から侵入す

る｡

以上が沖縄茶園に多く発生する病菌であるが其の

他網餅病 ,自藻病,紫紋病 ,カミノケ病 ,等が発

生している｡病害には殺菌剤を使用するが銅剤に

ボルドー液 ,塩基性硫酸銅 (サ'/ボル ドー)塩基

性塩化銅 (-イボル ド-,王銅)亜酸化銅等があ

る｡有機水銀剤としては酢酸7-ュル水銀 (セレ

サン,リオゲソ等),リン酸エチル水銀 (ルベロ

ソ),塩化メトキソエチル水銀 (ウスプルソ) ,

9. 甘煮の 棚素欠乏症

甘薦が棚素欠乏に陥ると間もなく小さな鮒長い

水気の多い斑点が若い薬の上に生成する｡これら

の斑点は葉脈に対して対称的であるので,そのた

めはっきりした縞になる｡症状部分は間もなく大

きくなり,その中心にくぼんだ部分が出来る｡下

方の古い薬の表面には小さな#l長い五倍子様体が

しばしは現われる｡成熟した被苫部分では葉の組

織にき裂を生ずる｡

若い葉は狭くなり叉非常に短くなり,訴化しね

じれて来る｡瑚素欠乏を起した甘真樹よその生長が

著しく遅延しその庶茎は細くなる｡生長点および

其直下に褐変したすじがしばしば出来る｡

棚素は茎の頂上に蓄積する性質がある｡それは

棚素が生長点組織に於て要求の高い郡を示してい

る｡棚素欠乏症状は薬中の含flji:がlppm以下にな

ると現われると云われている｡ 以下次号

(鎮西忠茂)

塩化フユニル水銀 (リオゲソ)PMF (メル),

フユニル水銀 p- トルエンスルホンアニリド(フ

ミロン,グラノサン),イオウ剤としてはイオウ

(コロナ,チオビット,コ-サン,メルノサソ)

石灰イオウ合剤 ,バリウムイオウ合剤 ,有機イオ

ウ剤としてフアーバム及 び ジラム (ノックメー

ト,ジンクメート)ジネブ (ダイセソ)マンネブ

(マンネブダイ七ソ)等がある｡銅剤は直接の殺

菌力はそれ程大きくないが長く作物体の上に留っ

て病原菌の侵入を防く･｡予防的に使 用するとよ

い｡有機水銀剤は強力な殺菌作用を発揮するが毒

性が強いイオウ剤は人畜に対する薯が比較的小さ

く殺虫効果もあり殺菌力も大であり古くから使用

されている｡以上茶樹栽培についてまとめて見た

が暴風雨の多い沖縄では暴風雨対策は茶樹につい

ても同様で播種或は苗の植付けと同時に或はそれ

以前に始めるのが望ましい,防風壁で200-300坪

に区切って凝析した方がよいと思います｡

(仲村棄久)
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